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所
蔵
資
料

ア

ー

カ

イ

ブ

ズ

を
読
む 

第
４
回 

江
戸
の
町
触
を
読
む
～
御
用
の
鰻
を
確
保
せ
よ 

『
撰
要
永
久
録 

御
触
事 

巻
之
四
十
九
』 

 
 

請
求
番
号
：
高
野
―
０
６
３ 

 

東
京
都
公
文
書
館
が
所
蔵
す
る
資
料
の
う
ち
、「
江
戸
明
治
期
史
料
」
に
分
類
さ

れ
て
い
る
資
料
に
は
、
名
主
家
や
寺
院
な
ど
の
資
料
群
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。 

今
回
の
テ
キ
ス
ト
は
、
南
伝
馬
町
（
現
東
京
都
中
央
区
）
の
伝
馬
役
・
名
主
を
勤

め
た
高
野
家
の
資
料
群
の
う
ち
、
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
で
も
公
開
し
て
い
る
『
撰

要
永
久
録
』
と
い
う
資
料
で
す
。
日
々
書
き
継
が
れ
た
も
の
と
は
異
な
り
、
１
９
世

紀
に
な
っ
て
か
ら
江
戸
の
町
方
へ
出
さ
れ
た
触
書
や
記
録
類
の
内
、
名
主
の
立
場

か
ら
重
要
な
事
項
を
集
成
し
た
も
の
で
、
丁
寧
で
読
み
や
す
い
く
ず
し
字
で
書
か

れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
そ
の
な
か
か
ら
当
時
の
生
活
文
化
を
知
る
こ
と
の
で
き

る
触
書
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。 

そ
れ
で
は
早
速
資
料
を
読
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。 

         

１
．
資
料 

高
野
家
文
書
『
撰
要
永
久
録 

御
触
事 

巻
之
四
十
九
』 
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２
．
資
料
の
解
読 

 

  

此
度
問
屋
仲
間
組
合
御
差
止
被
仰
出
候
ニ
付
鱣
（
鰻
）
荷
物
市
中
蒲
焼
屋
共 

 

直
買
致
候
事
ニ
有
之
御
用
鱣
土
用
中
者
多
分
之
御
入
用
高
ニ
付
万
一 

 

御
差
支
相
成
候
而
者
不
相
済
候
間
当
分
仮
御
仕
法
を
以
市
中
鱣
屋
共
方 

 

有
荷
物
之
内
御
肴
役
者
江
直
御
取
入
相
成
候
筈
ニ
付
追
而
御
主
法
相
立
候
迄
ハ 

 

右
之
通
り
可
相
心
得
旨
鱣
屋
渡
世
之
も
の
共
江
町
々
名
主
支
配
限
り
早
々 

 

可
申
通
候 

 

右
之
通
被
仰
渡
奉
畏
候
為
後
日
仍
如
件 

  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

深
川
熊
井
町 

  
 

天
保
十
三
寅
年
六
月
十
四
日 

 
 
 
 
 
 

名
主 

理
左
衛
門 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

赤
坂
裏
伝
馬
町 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

同 
 

五
郎
左
衛
門 
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３
．
読
み
下
し
例 

  

こ
の
た
び
問
屋
仲
間
組
合
御
差
し
止
め
仰
せ
出
さ
れ
候
に
つ
き
、
鰻
荷
物
市
中

蒲
焼
屋
共 

 

直
買
い
致
し
候
事
に
こ
れ
有
り
、
御
用
鰻
土
用
中
は
多
分
の
御
入
用
高
に
つ
き
、

万
一 

 

御
差
し
支
え
相
成
り
候
て
は
相
済
ま
ず
候
間
、
当
分
仮
御
仕
法
を
も
っ
て
、
市

中
鰻
屋
共
方 

 

有
り
荷
物
の
う
ち
御
肴
役
者
え
直
に
御
取
り
入
れ
相
成
り
候
筈
に
つ
き
、
追
っ

て
御
主
法
相
立
ち
候
ま
で
は 

 

右
の
通
り
相
心
得
べ
き
旨
、
鰻
屋
渡
世
の
も
の
共
え
、
町
々
名
主
支
配
限
り
早
々 

申
し
通
す
べ
く
候 

 

右
の
通
り
仰
せ
渡
さ
れ
畏
み
奉
り
候
、
後
日
の
た
め
、
仍
て
く
だ
ん
の
如
し 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

深
川
熊
井
町 

 
 

天
保
十
三
寅
年
六
月
十
四
日 

 
 
 
 
 
 

名
主 

理
左
衛
門 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

赤
坂
裏
伝
馬
町 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

同 
 

五
郎
左
衛
門 

    
 

 

 

４
．
現
代
語
訳 

 

こ
の
た
び
問
屋
仲
間
組
合
を
停
止
す
る
こ
と
（
株
仲
間
停
止
令
）
が
幕
府
よ
り

仰
せ
渡
さ
れ
た
の
で
、
鰻
を
市
中
の
蒲
焼
屋
ど
も
が
直
接
鰻
屋
よ
り
買
い
入
れ
て

い
る
。
御
用
で
使
う
鰻
は
土
用
の
期
間
は
多
分
の
入
用
高
と
な
り
、
万
一
差
し
支

え
て
は
済
ま
さ
れ
な
い
。
そ
の
た
め
、
当
分
の
間
は
仮
の
仕
法
（
規
則
）
を
立
て

て
、
市
中
の
鰻
屋
ど
も
が
所
持
し
て
い
る
鰻
の
う
ち
よ
り
御
肴
役
者
（
所
）
へ
直
接

納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
は
ず
な
の
で
、
追
っ
て
正
式
な
仕
法
が
で
き
る
ま
で

は
、
右
の
通
り
に
心
得
る
よ
う
、
鰻
屋
渡
世
の
者
ど
も
へ
、
町
々
名
主
の
管
轄
ご
と

に
早
々
に
通
達
し
な
さ
い
。 

右
の
通
り
仰
せ
渡
さ
れ
、
謹
ん
で
お
受
け
し
ま
す
。
後
日
の
た
め
、
よ
っ
て
く
だ

ん
の
ご
と
し 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

深
川
熊
井
町 

 

天
保
十
三
寅
年
（
一
八
四
二
）
六
月
十
四
日 

 
 
 
 

名
主 

理
左
衛
門 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

赤
坂
裏
伝
馬
町 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

同 
 

五
郎
左
衛
門 
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５
．
資
料
解
説 

 

■
名
主
高
野
家
と
『
撰
要
永
久
録
』 

高
野
家
は
屋
敷
の
あ
っ
た
南
伝
馬
町
の
ほ
か
、
通
三
丁
目
代
地
や
南
鞘
町
・
南

塗
師
町
な
ど
複
数
の
町
名
主
を
兼
帯
し
て
い
ま
し
た
。
同
家
は
、
名
主
役
の
ほ
か
、

御
伝
馬
役
と
し
て
幕
府
御
用
に
関
わ
る
人
馬
の
調
達
業
務
も
担
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
「
撰
要
永
久
録
」
は
、
職
務
の
重
要
事
項
に
関
わ
る
文
書
類
を
ま
と
め
て
編
纂

し
た
江
戸
の
法
令
全
書
と
い
え
る
も
の
で
す
。「
御
触
事
」
７
９
巻
は
町
触
等
を
編

年
順
に
集
成
し
た
記
録
、「
御
用
留
」
２
６
巻
・
付
録
１
冊
は
御
伝
馬
御
用
に
関
す

る
記
録
、
「
公
用
留
」
５
９
巻
・
付
録
１
冊
は
町
政
一
般
に
関
わ
る
記
録
と
い
う
、

三
種
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。（
注
１
） 

今
回
の
テ
キ
ス
ト
で
用
い
た
「
御
触
事
」
は
、
町
奉
行
所
よ
り
通
達
さ
れ
た
触
書

に
つ
い
て
、
正
保
５
年
（
１
９
４
８
）
か
ら
文
久
２
年
（
１
８
６
２
）
ま
で
の
も
の

を
収
録
し
て
い
ま
す
。
幕
府
や
町
奉
行
所
で
は
、
江
戸
時
代
を
通
じ
た
町
触
を
網

羅
し
た
法
令
集
の
よ
う
な
も
の
は
作
成
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
本
資
料
は
高
野

家
が
持
っ
て
い
た
触
留
帳
な
ど
を
調
査
し
、
精
査
の
上
、
年
代
順
に
並
べ
て
お
り
、

現
在
で
も
資
料
的
価
値
は
高
く
、
江
戸
の
基
本
資
料
集
で
あ
る
『
江
戸
町
触
集
成
』

の
根
幹
を
な
す
資
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

■
触
書
の
伝
達
ル
ー
ト 

江
戸
の
町
方
に
出
さ
れ
た
触
書
は
、
町
方
の
住
民
の
生
活
全
般
に
つ
い
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
制
限
や
統
制
を
加
え
る
も
の
で
し
た
。
そ
の
伝
達
の
た
め
に
、
千
を
超

え
る
町
々
へ
洩
れ
な
く
、
迅
速
か
つ
効
率
的
に
行
き
届
か
せ
る
た
め
、
ピ
ラ
ミ
ッ

ド
型
の
伝
達
シ
ス
テ
ム
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
基
本
的
な
経
路
は
、
町
奉
行

所
―
町
年
寄
―
南
北
小
口
年
番
名
主
―
年
番
名
主
―
町
名
主
と
い
う
流
れ
に
な
り

ま
す
。（
注
２
） 

 

・
町
年
寄
：
町
奉
行
の
も
と
江
戸
の
町
方
を
統
括
し
、
奈
良
屋
（
館
）、
樽
屋
（
樽
）、

喜
多
村
の
三
家
が
世
襲
で
務
め
た
。
町
年
寄
役
所
を
拠
点
に
、
触
書
・
指
令
の

伝
達
、
名
主
な
ど
町
役
人
の
監
督
、
ほ
か
様
々
な
役
務
を
担
っ
た
。 

・
南
北
小
口
年
番
名
主
：
２
３
の
名
主
組
合
を
日
本
橋
川
を
境
に
南
北
に
分
け
、

日
本
橋
に
近
い
一
番
組
（
北
）、
二
番
組
・
四
番
組
（
南
）
を
小
口
と
い
い
、

こ
の
小
口
の
年
番
名
主
の
こ
と
を
指
す
。 

・
年
番
名
主
：
町
名
主
を
２
３
組
に
わ
け
、
各
組
か
ら
何
名
か
の
名
主
を
選
ん

で
、
一
年
交
替
で
務
め
さ
せ
た
も
の
。
設
置
の
目
的
は
、
市
街
地
の
拡
大
や
名

主
の
増
加
に
よ
っ
て
町
触
等
の
伝
達
に
不
具
合
が
生
じ
る
こ
と
を
警
戒
し
た

た
め
で
あ
る
。 

 

こ
の
触
書
に
つ
い
て
は
、
テ
キ
ス
ト
の
最
後
の
一
文
で
、
深
川
熊
井
町
（
現
江
東

区
）
名
主
理
左
衛
門
と
赤
坂
裏
伝
馬
町
（
現
港
区
）
名
主
五
郎
左
衛
門
よ
り
確
か
に

承
っ
た
旨
の
請
書
が
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
二
名
か
ら
町
名
主
へ
伝
達
さ
れ
た
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。
こ
の
直
後
に
、「
別
件
で
南
町
奉
行
所
へ
行
っ
た
と
こ
ろ
、
仰

せ
渡
さ
れ
た
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
通
常
と
は
異
な
る
イ
レ
ギ
ュ
ラ

ー
な
か
た
ち
で
伝
達
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 
■
土
用
の
鰻 

土
用
と
は
、
立
春
、
立
夏
、
立
秋
、
立
冬
の
そ
れ
ぞ
れ
前
の
日
ま
で
の
１
８
日
間

の
こ
と
で
す
。
そ
の
な
か
で
、
夏
の
土
用
は
暑
中
な
の
で
、
丑
の
日
に
鰻
を
食
べ
て
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精
力
を
付
け
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、
特
に
鰻
を
食
べ
る
習
慣
が
定
着
し
ま
し
た
。

こ
の
土
用
丑
の
日
の
鰻
を
提
案
し
た
の
は
、
蘭
学
者
で
発
明
家
と
し
て
も
著
名
な

平
賀
源
内
と
も
、
文
化
人
の
大
田
南
畝
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

一
説
に
は
、「
江
戸
前
」
と
い
え
ば
、
隅
田
川
下
流
域
（
旧
名
・
宮
戸
川
）
で
獲

れ
た
鰻
の
こ
と
を
指
し
た
そ
う
で
す
。
こ
の
鰻
の
食
べ
方
は
江
戸
時
代
に
一
変
し
、

タ
レ
に
つ
け
て
焼
く
と
い
う
現
代
の
よ
う
な
調
理
法
が
登
場
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

江
戸
時
代
中
期
以
降
、
醤
油
や
味
醂
と
い
っ
た
調
味
料
が
広
く
製
造
・
流
通
す
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。
ま
た
、
タ
レ
と
と
も
に
香
ば
し
く
焼
き
上
げ

た
鰻
は
「
大
蒲
焼
」
と
呼
ば
れ
、
江
戸
の
人
び
と
に
愛
さ
れ
て
い
ま
し
た
。（
注
３
） 

 ■
天
保
改
革
の
思
わ
ぬ
影
響 

老
中
水
野
忠
邦
の
も
と
断
行
さ
れ
た
天
保
改
革
で
は
、
物
価
高
騰
の
元
凶
と
し

て
、
業
種
ご
と
に
独
占
的
に
商
品
流
通
を
支
配
し
て
い
た
問
屋
組
合
（
株
仲
間
）
が

停
止
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
資
料
で
は
、
問
屋
組
合
が
停
止
さ
れ
た
こ
と
で
、
江
戸
城
内
で
食
す
鰻
の

確
保
が
問
題
と
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
江
戸
城
へ
の
御
用
鰻
の
納
入
の
仕

組
み
は
、
江
戸
市
中
の
魚
問
屋
の
内
、
泥
鰌
（
ド
ジ
ョ
ウ
）
や
鰻
を
江
戸
城
へ
納
め

る
請
負
人
（
御
用
納
人
）
が
、
武
蔵
・
常
陸
・
安
房
・
上
総
・
下
総
の
漁
師
か
ら
鰻

や
泥
鰌
を
仕
入
れ
、
江
戸
城
の
食
用
に
必
要
な
分
を
納
入
し
、
残
り
を
町
売
り
す

る
と
い
う
も
の
で
し
た
（
注
４
）
。
し
か
し
問
屋
に
よ
る
独
占
的
な
仕
入
れ
が
停
止
さ

れ
た
後
は
、
個
々
の
蒲
焼
屋
が
鰻
屋
と
直
接
交
渉
し
、
勝
手
次
第
に
買
い
付
け
る

よ
う
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
安
定
的
な
確

保
が
危
う
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。 

そ
こ
で
、
正
式
な
規
則
が
で
き
る
ま
で
の
間
、
市
中
の
鰻
屋
が
所
持
し
て
い
る

鰻
の
う
ち
か
ら
、
幕
府
の
御
肴
役
者
（
所
）（
注
５
）

へ
直
接
納
め
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
こ
の
規
則
を
徹
底
す
る
た
め
、
町
名
主
か
ら
管
轄
ご
と
に
鰻
屋
商
売

の
者
へ
き
ち
ん
と
通
達
す
る
よ
う
命
じ
た
の
で
し
た
。 

    

注 １
．
東
京
都
編
『
都
史
紀
要
２
８ 

元
禄
の
町
』（
東
京
都
、
１
９
８
１
年
）、
工
藤

航
平
『
近
世
蔵
書
文
化
論
―
地
域
〈
知
〉
の
形
成
と
社
会
―
』（
勉
誠
出
版
、
２

０
１
７
年
） 

２
．
東
京
都
編
『
都
史
紀
要
５ 

区
制
沿
革
』（
東
京
都
、
１
９
５
８
年
）、
西
山
松

之
助
ほ
か
編
『
江
戸
学
事
典
』（
弘
文
堂
、
１
９
８
４
年
）。 

３
．
博
報
堂
Ｄ
Ｙ
メ
デ
ィ
ア
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
・
森
ア
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
ほ
か
編
『
お
い

し
い
浮
世
絵
展
～
北
斎
・
広
重
・
国
芳
た
ち
が
描
い
た
江
戸
の
味
わ
い
～
』（
博

報
堂
Ｄ
Ｙ
メ
デ
ィ
ア
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
・
森
ア
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
ほ
か
、
２
０
２
０

年
） 

４
．
東
京
都
公
文
書
館
編
『
江
戸 

一
八
四
二 

東
京
市
史
稿
産
業
篇
第
五
十
五

解
読
の
手
引
き
』（
東
京
都
公
文
書
館
、
２
０
１
４
年
） 

５
．
御
肴
役
者
と
あ
る
の
は
、
御
肴
役
所
の
誤
り
。
御
肴
役
所
は
幕
府
の
職
名
。
幕

府
膳
所
で
使
用
す
る
魚
を
直
接
買
入
れ
る
た
め
、
江
戸
日
本
橋
魚
市
場
に
設
け

ら
れ
て
い
た
役
所
。（
小
学
館
『
日
本
国
語
大
辞
典
』） 


